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皆
様
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
い
ず
こ
の
紙
面
も
昨
年
来
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し

た
世
界
的
な
景
気
減
速
の
話
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
世
界
中
の
経
済
が
連

動
す
る
形
で
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
予
測
出
来
た
経
済
評
論
家
は
居
た
の
で

し
ょ
う
か
、
1
0
0
兆
円
を
超
え
る
損
害
が
出
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
世
界
規
模
で
5
4
0
0
兆
円
の
規
模
も
有
る
C
D
S
（
ク
レ
ジ

ッ
ト
、
デ
フ
ォ
ル
ト
、
ス
ワ
ッ
プ
）
と
言
う
一
種
の
保
険
商
品
の
破
綻
が
全
世
界

に
打
撃
を
与
え
た
の
で
す
。
こ
れ
は
銀
行
が
企
業
に
融
資
す
る
補
償
目
的
で
融
資

金
額
の
一
割
を
払
う
保
険
商
品
で
す
、
世
界
中
の
銀
行
同
士
が
相
互
に
関
連
し
て

い
る
為
借
入
金
を
返
済
出
来
な
い
企
業
が
続
出
し
保
証
能
力
を
大
き
く
上
回
り
連

鎖
的
パ
ニ
ッ
ク
が
起
き
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
過
去
に
公
的
資
金
を
投
入
さ
れ
た
日
本
の
金
融
機
関
の
中
に

は
米
国
の
証
券
会
社
や
投
資
銀
行
に
投
資
を
す
る
動
き
も
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
内
の
経
済
が
大
き
く
低
迷
し
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
は
大
変
厳
し
く
特
に
不
動

産
業
界
は
生
き
残
り
を
か
け
た
非
常
な
努
力
を
し
て
い
ま
す
、
減
速
し
た
経
済
が

加
速
に
転
じ
る
要
素
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
り
ま
せ
ん
、
な
ら
ば
今
何
を
す
べ
き

か
明
白
で
す
一
刻
も
早
く
資
金
を
回
す
こ
と
で
す
。

更
に
国
の
支
援
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
技
術
、
各
種
リ

サ
イ
ク
ル
技
術
開
発
に
大
幅
に
増
や
し
開
発
し
た
商
品
を
世
界
に
出
し
て
ゆ
く
事

も
必
要
と
考
え
ま
す
。

国
政
を
任
さ
れ
た
人
達
に
は
相
手
の
言
葉
尻
や
政
策
を
批
判
す
る
だ
け
で
な
く

自
ら
の
短
期
、
中
長
期
の
施
策
を
明
確
に
し
て
議
論
し
て
頂
き
た
い
、
夫
々
得
意

分
野
を
生
か
し
全
員
が
分
担
し
て
国
民
に
感
謝
さ
れ
世
界
に
誇
れ
る
政
治
を
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

未
来
に
夢
を
持
て
る
社
会
を
目
指
し
て
政
治
家
も
国
民
も
協
調
し
て
進
ん
で
ゆ

き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
皆
様
と
ご
家
族
に
と
っ
て
幸
せ
で
発
展
す
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

特集I 

特集II

代
表
取
締
役

齋
藤
　
武
男

新
年
の
ご
挨
拶国

土
管
理
株
式
会
社

関東の新旧名橋を訪ねる（第2回）

東京・花のある風景（第1回）

ビ
ル
を
利
用
す
る
全
て

の
皆
様
に
安
全
で
快
適
な

環
境
の
提
供
を
目
指
し
、

2
0
0
8
年
9
月
1
日
両

社
は
対
等
合
併
し
新
生
国

土
管
理
株
式
会
社
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

創
業
か
ら
国
土
管
理
株

式
会
社
は
21
年
、
東
名
設

備
は
36
年
を
経
過
し
夫
々

が
主
力
の
管
理
業
で
は
確

固
た
る
経
営
基
盤
を
有
し

安
定
経
営
を
続
け
て
お
り

ま
す
が
、
世
界
的
金
融
バ

ブ
ル
の
崩
壊
に
伴
う
景
気

の
低
迷
は
不
動
産
業
界
を

初
め
全
産
業
に
及
び
回
復

ま
で
に
数
年
掛
か
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
地
所
グ
ル
ー
プ

傘
下
の
管
理
会
社
は
夫
々

が
持
つ
得
意
分
野
を
相
互

に
補
完
し
あ
い
、
お
客
様

に
認
め
て
い
た
だ
く
管
理

業
務
を
提
供
す
る
と
共
に

不
動
産
の
賃
貸
管
理
、
仲

介
、
売
買
の
お
手
伝
い
も

積
極
的
に
進
め
て
ゆ
く
考

え
で
す
。

各
社
の
特
徴
は
旧
国
土

管
理
が
マ
ン
シ
ョ
ン
総
合

管
理
、
不
動
産
業
に
強
み

を
持
ち
、
東
名
設
備
は
官

庁
を
主
体
と
し
た
ビ
ル
総

合
管
理
を
自
社
社
員
で
実

施
す
る
体
制
が
整
っ
て
お

り
、
一
級
建
築
士
、
ビ
ル

管
理
技
術
者
、
電
気
主
任

技
術
者
を
初
め
建
物
・
設

備
に
関
す
る
多
く
の
技
術

者
を
配
備
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
2
社
が
一
体
と
な
る

こ
と
は
「
自
社
作
業
範
囲

の
拡
大
」、「
外
注
作
業
管

理
品
質
の
向
上
」、「
緊
急

対
応
能
力
の
向
上
」、「
作

業
効
率
の
向
上
」
が
図
れ

る
事
、
更
に
得
意
営
業
分

野
の
相
互
補
完
に
よ
り
受

注
も
拡
大
し
経
営
基
盤
を

強
固
な
物
と
す
る
考
え
で

す
。
不
動
産
事
業
で
は
賃

貸
、
仲
介
、
売
買
と
お
客

様
の
資
産
を
効
率
よ
く
適

正
に
運
用
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
駆
使
し
お
手
伝
い
し
て

ゆ
き
ま
す
。
将
来
は
ガ
ラ

ス
外
装
清
掃
作
業
に
大
変

な
技
能
を
有
す
も
う
1
社

と
の
連
携
も
進
め
早
く
て

品
質
が
良
く
価
格
の
安
い

仕
掛
け
作
り
を
更
に
進
め

て
ゆ
き
ま
す
。

新
生
国
土
管
理
株
式
会

社
も
お
客
様
か
ら
あ
り
が

と
う
の
お
言
葉
を
い
た
だ

け
る
よ
う
社
員
一
同
一
致

協
力
し
努
力
し
て
ゆ
き
ま

す
。

電
車
も
バ
ス
も
な
い
時
代
に
、「
橋
」
は
人
や
モ
ノ
も
往
来
す
る
交
通

の
要
所
と
し
て
土
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
人
や
モ
ノ
が

集
ま
る
と
こ
ろ
、
自
ず
と
栄
え
、
両
岸
の
袂
は
露
天
や
屋
台
が
多
く
立

ち
並
ぶ
活
気
を
帯
び
た
場
所
へ
と
発
達
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
今
号
は
、

隅
田
川
に
か
か
る
歴
史
あ
る
代
表
的
な
3
つ
の
橋
と
港
町
横
浜
の
象
徴

で
あ
る
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
新
旧
名
橋
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

首
都
高
速
道
路
・
湾
岸

線
の
一
部
で
、
横
浜
港
の

大
黒
ふ
頭
と
本
牧
ふ
頭
の

●
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

「
横
浜
の
名
所
、
交
通
と
観
光
の

要
と
な
る
橋
」

間
を
結
ぶ
上
下
２
層
に
な

っ
た
道
路
橋
で
す
。
１
９

８
１
年
に
着
工
さ
れ
、
開

通
は
１
９
８
９
年
。
上
は

首
都
高
速
湾
岸
線
、
下
は

国
道
３
５
７
号
線
に
な
っ

第2回

て
い
ま
す
。
橋
の
長
さ
は

８
６
０
メ
ー
ト
ル
で
、
高

さ
１
７
２
メ
ー
ト
ル
の
２

本
の
塔
か
ら
ワ
イ
ヤ
で
橋

げ
た
吊
っ
た
、
堂
々
と
美

し
く
建
つ
、
世
界
最
大
級
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な
ん
と
も
ユ
ニ
ー
ク
な

橋
の
名
で
す
が
、
そ
の
名

の
由
来
は
、
西
岸
に
あ
っ

た
「
御
厩
河
岸
」
（
蔵
前

の
米
蔵
の
た
め
の
荷
駄
馬

用
の
厩
が
あ
っ
た
場
所
）

に
ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
、

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
、
元
禄
年
間
の
頃

か
ら
続
く
「
御
厩
の
渡
し
」

の
あ
っ
た
場
所
で
す
。
こ

の
渡
し
は
、
以
前
か
ら
幾

度
と
な
く
転
覆
事
故
の
あ

っ
た
渡
し
で
、
住
民
は
ア

タ
マ
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
明

治
５
年
（
１
８
７
２
年
）

の
花
見
客
の
人
出
の
際
に

転
覆
事
故
を
起
き
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
と
う
と

占
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
せ
ま
す
。
夜
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
、
デ
ー
ト
向
き
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
時
刻
に

よ
っ
て
照
ら
し
方
を
変
え

て
い
ま
す
。

＊
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
…
…

大
人
6
0
0
円
、
中
学
生

以
下
、
65
歳
以
上
3
0
0

円
／
月
〜
木
・
日
10
時
〜

18
時
、
金
・
土
10
時
〜
21

時
（
い
ず
れ
も
入
場
は
閉

館
の
30
分
前
ま
で
）
※
冬

季
営
業
（
10
月
１
日
〜
３

月
31
日
）
の
場
合
／
火
・

水
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
、
翌
日
休
み
）

所
在
地：

横
浜
市
中
区
本

牧
埠
頭
〜
鶴
見
区
大
黒
埠

頭交
通：

本
牧
埠
頭
側：

Ｊ

Ｒ
根
岸
線
「
山
手
駅
」
下

車
、
車
で
10
分
、
Ｊ
Ｒ
根

岸
線
「
桜
木
町
駅
」
下
車
、

横
浜
市
営
バ
ス
「
横
浜
港

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
」（
１
時

間
に
１
本
の
運
行
）
下
車

大
黒
埠
頭
側：

Ｊ
Ｒ
京
浜

東
北
線
「
鶴
見
駅
」
下
車
、

横
浜
市
営
バ
ス
「
ス
カ
イ

ウ
ォ
ー
ク
前
」
下
車

う
庶
民
の
手
で
架
橋
さ
れ

た
の
が
「
厩
橋
」
の
始
ま

り
。
完
成
は
２
年
後
の
明

治
７
年
（
１
８
７
４
年
）

で
、
現
在
よ
り
も
1
0
0

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
流
の
位

置
で
し
た
。

時
と
共
に
老
朽
化
が
進

み
、
明
治
26
年
（
１
８
９

３
年
）
に
は
、
東
京
府
に

よ
っ
て
鉄
橋
に
架
け
替
え

ら
れ
、
関
東
大
震
災
で
被

災
し
た
後
は
、「
永
代
橋
」

と
同
じ
く
、
復
興
計
画
事

業
の
１
つ
と
し
て
、
昭
和

４
年
（
１
９
２
９
年
）
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
橋
が

架
け
ら
れ
ま
し
た
。

長
さ
約
１
５
１
メ
ー
ト

ル
の
「
厩
橋
」
、
そ
の
姿

は
、
三
連
の
ア
ー
チ
が
美

し
く
、
橋
灯
の
柱
に
は
馬

の
レ
リ
ー
フ
が
彫
ら
れ
、

親
柱
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

に
も
馬
の
装
飾
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
隅
田
川
花
火

大
会
の
時
に
は
、
こ
の
辺

り
は
第
2
会
場
と
な
り
、

見
物
の
屋
形
船
で
ひ
し
め

き
合
い
ま
す
。

所
在
地：

墨
田
区
本
所
１

丁
目
〜
台
東
区
蔵
前
２
丁

目
お
よ
び
駒
方
２
丁
目

交
通：

東
岸
・
墨
田
区
本

所
側→

都
営
地
下
鉄
大
江

戸
線
ほ
か
「
両
国
駅
」
下

車
、
徒
歩
10
分
、
西
岸
・

台
東
区
蔵
前
側→

都
営
地

下
鉄
大
江
戸
線
ほ
か
「
蔵

前
駅
」
下
車
、
徒
歩
２
分

の
斜
張
橋
で
す
。
橋
の
桁

下
は
55
メ
ー
ト
ル
で
ク
イ

ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世

号
も
通
り
抜
け
ら
れ
る
よ

う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
か
な
が
わ
の
橋
一
〇
〇

選
」
に
選
ば
れ
た
、
横
浜

の
名
所
の
一
つ
で
す
。

東
京
方
面
と
横
浜
港
を

結
ぶ
港
湾
に
よ
る
物
流
の

一
端
を
担
う
と
同
時
に
、

大
都
会
・
東
京
の
都
市
部

の
渋
滞
を
緩
和
さ
せ
る
、

役
目
も
担
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
交
通
面
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
に
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

に
様
々
な
演
出
も
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
大
黒
埠
頭
入

口
に
は
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
に
併
設
さ
れ
た
展
望
施

設
「
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
」

が
あ
り
ま
す
。
片
道
約
３

２
０
メ
ー
ト
ル
の
ス
カ
イ

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
は
、
歩

き
な
が
ら
、
み
な
と
み
ら

い
や
横
浜
港
が
一
望
で
き

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
富

士
山
や
丹
沢
、
箱
根
、
房

総
の
山
々
、
新
宿
副
都
心

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
も
併
設

さ
れ
て
い
て
、
プ
ロ
や
ア

マ
に
よ
る
音
楽
ラ
イ
ブ
や

●
新
大
橋

「
古
の
文
人
、
画
家
の

心
を
と
ら
え
た
名
橋
」

元
禄
６
年
（
１
６
９
３

年
）
の
冬
に
架
け
ら
れ
た

橋
で
、
隅
田
川
に
か
か
る

橋
と
し
て
は
３
番
目
に
架

け
ら
れ
た
橋
で
す
。
長
さ

１
７
０
メ
ー
ト
ル
、
幅
24

メ
ー
ト
ル
。
通
称
・
大
橋

と
よ
ば
れ
た
「
両
国
橋
」

に
続
き
、
「
新
大
橋
」
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。
前
出

の
徳
川
綱
吉
（
「
生
類
憐

れ
み
の
令
」
発
令
の
主
で

江
戸
市
民
を
困
ら
せ
た
将

軍
で
す
ね
）
の
母
が
、「
橋

が
少
な
く
て
、
不
便
を
強

い
ら
れ
て
い
た
江
戸
の
人

た
ち
の
た
め
に
、
架
橋
を

し
た
ら
ど
う
か
?
」
と
、

息
子
で
あ
る
将
軍
に
勧
め
、

架
橋
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
新
大
橋
」
が
造
ら
れ

て
ゆ
く
さ
ま
を
、
東
岸
・

深
川
の
町
か
ら
静
か
に
見

守
っ
て
い
る
人
物
が
い
ま

し
た
。
そ
の
人
物
は
、
俳

聖
と
呼
ば
れ
た
松
尾
芭
蕉
。

「
初
雪
や

か
け
か
か
り
た

る
　
は
し
の
う
え
」
―
―

完
成
間
際
の
様
子
を
、
こ

う
詠
み
ま
し
た
。
他
に
も

橋
の
様
子
を
詠
ん
だ
句
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

橋
の
完
成
６
ヵ
月
後
、
芭

蕉
は
江
戸
を
後
に
し
、
フ

ラ
リ
と
旅
へ
出
ま
す
。
ま

た
、
芭
蕉
だ
け
で
は
な
く
、

浮
世
絵
師
の
安
藤
広
重
も

最
晩
年
に
描
い
た
「
名
所

江
戸
百
景
」
の
中
で
、

「
大
は
し
　
あ
た
け
の
夕

立
」
と
し
て
、「
新
大
橋
」

を
描
い
て
い
ま
す
。
日
本

橋
側
か
ら
対
岸
を
望
ん
だ

構
図
で
、「
あ
た
け
」
と
い

う
の
は
、
新
大
橋
付
近
の

俗
称
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ッ
ホ
が
特
に
影
響
を
受

け
た
と
い
わ
れ
る
作
品
で

も
あ
り
ま
す
。

「
新
大
橋
」
は
何
回
も

の
破
損
や
焼
け
落
ち
な
ど
、

ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
20
回
以

上
に
及
び
ま
し
た
。
幕
府

財
政
は
徐
々
に
逼
迫
し
、

多
額
の
維
持
費
が
必
要
な

橋
は
、
前
出
の
「
永
代
橋
」

と
同
じ
よ
う
な
運
命
を
た

ど
り
ま
す
。
し
か
し
、
落

橋
の
憂
目
に
会
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
町

方
は
橋
を
維
持
す
る
た
め

に
橋
詰
で
、
市
場
を
開
い

た
り
、
寄
付
な
ど
で
費
用

を
集
め
た
ほ
か
に
、
橋
が

傷
ま
な
い
よ
う
に
当
時
は

橋
の
た
も
と
に
は
「
渡
る

も
の
は
休
ん
だ
り
せ
ず
に

渡
れ
、
商
人
も
物
乞
い
も

と
ど
ま
る
な
、
荷
車
は
禁

止
」
と
の
高
札
が
掲
げ
ら

れ
、
徹
底
し
た
管
理
ぶ
り

を
見
せ
ま
す
。

明
治
18
年
（
１
８
８
５

●
厩
橋

「
三
連
ア
ー
チ
の
美
し
い
、
馬
を

モ
チ
ー
フ
に
持
つ
橋
」

年
）
に
は
、
新
し
い
西
洋

式
の
木
橋
と
し
て
架
け
替

え
ら
れ
、
明
治
45
年
（
１

９
１
２
年
）
に
は
現
在
の

位
置
に
架
け
替
え
ら
れ
る

と
、
竣
工
後
間
も
な
く
市

電
が
開
通
し
、
さ
ら
に
町

は
華
や
ぎ
始
め
ま
し
た
。

現
在
の
橋
に
架
け
替
え
ら

れ
た
の
は
、
昭
和
52
年

（
1
9
7
7
年
）
の
こ
と
。

ち
な
み
に
、
新
大
橋
は
関

東
大
震
災
、
東
京
大
空
襲

で
隅
田
川
に
か
か
る
橋
が

焼
け
落
ち
て
ゆ
く
な
か
、

唯
一
被
災
を
免
れ
た
た
め

に
、
避
難
道
と
し
て
多
数

の
人
命
を
救
う
こ
と
が
で

き
、「
人
助
け
橋
」
と
も
称

さ
れ
ま
し
た
。

所
在
地：

江
東
区
新
大
橋

１
丁
目
〜
日
本
橋
浜
町

２
・
３
丁
目

交
通：

東
岸
・
新
大
橋
側

→

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
ほ

か
「
森
下
駅
」
下
車
、
徒

歩
７
分
、
西
岸
・
日
本
橋

浜
町
側→

都
営
地
下
鉄
新

宿
線
「
浜
町
駅
」
下
車
、

徒
歩
５
分



K
・
M

担
当
　
第
二
営
業
部

部
長私

の
モ
ッ
ト
ー
は
「
ス

ピ
ー
ド
」
で
す
。
お
客
様

か
ら
の
依
頼
や
相
談
な
ど

素
早
く
応
対
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
お
客
様
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

ス
キ
ー
、
ゴ
ル
フ
。

家
族
で
行
く
ス
キ
ー

か
、
海
水
浴
な
ど
が
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
法
で
す
。
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趣
味
は
体
を
動
か
す
こ

と
や
音
楽
な
ど
を
聴
い
た

り
す
る
こ
と
で
す
。

今
ま
で
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
を
中
心
に
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
不
動

産
業
と
い
う
未
知
の
世
界

も
関
連
業
務
と
し
て
多
少

な
り
と
も
貢
献
し
た
い
で

す
。私

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法

で
す
が
、
旅
行
な
ど
が
し

た
い
な
〜
と
い
う
漠
然
と

し
た
思
い
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
、
2
ヵ
月
位
バ

ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
な
ど
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
現

状
2
ヵ
月
の
休
暇
を
取
っ

た
ら
、
そ
の
ま
ま
流
浪
の

民
に
な
り
そ
う
で
…
…
。

K
・
S

担
当
　
第
二
業
務
部
　

部
長

①
信
用
・
信
頼

②
忍
耐

③
運①

は
当
然
と
し
て
②
は

我
慢
す
る
こ
と
が
そ
の
場

を
し
の
ぐ
方
法
か
と
。
③

は
日
頃
の
努
力
で
つ
い
て

来
る
の
か
な
？

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法

仕
事
に
対
し
て

【
応
募
方
法
】

左
記
の
よ
う
に
官
製
は
が

き
に
お
書
き
に
な
り
、
こ

の
ペ
ー
ジ
の
左
下
隅
の
応

募
券
を
貼
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

【
締
切
日
】

平
成
二
十
一
年
二
月
末
日

（
当
日
消
印
有
効
）

【
抽
選
日
】

平
成
二
十
一
年
三
月
十
日

【
発
表
】

ご
当
選
者
の
発
表
は
商
品

の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
商

品
の
発
送
は
三
月
下
旬
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

※
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
お
客
様
の
個
人
情
報
は

こ
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
。

〒160-0023プ
レ
ゼ
ン
ト
希
望

①
お
名
前
　
②
ご
住
所

③
お
電
話
　
④
新
春
号

で
興
味
の
あ
っ
た
記
事

東
京
都
新
宿
区

西
新
宿
３
―

９
―

12

国
土
管
理
株
式
会
社

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

50

新
潟
南
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
　
5
キ
ロ

仕
事
に
対
し
て

趣
味

趣
味

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法

20名様
に抽選

で

プレゼ
ント！

●
永
代
橋

「
落
橋
ニ
モ
マ
ケ
ズ
、

国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
名
橋
」

永
代
橋
は
、
深
川
と
日

本
橋
地
域
を
結
ぶ
橋
と
し

て
、
元
禄
11
年(

１
９
６
８

年)

に
架
け
ら
れ
た
橋
で
、

長
さ
は
１
８
４
.
７
メ
ー

ト
ル
、
幅
は
25
メ
ー
ト
ル
。

隅
田
川
に
架
け
ら
れ
た
橋

と
し
て
は
４
番
目
で
す
。

江
戸
幕
府
５
代
将
軍
・
徳

川
綱
吉
の
50
歳
を
祝
し
て

建
造
さ
れ
た
橋
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
徳
川
幕
府

が
末
永
く
代
々
続
く
よ
う

に
と
い
う
願
い
を
こ
め
て

「
永
代
橋
」
と
名
付
け
ら

れ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。当

初
は
現
在
よ
り
も
や

や
北
側
に
位
置
し
て
い
ま

し
た
。
河
川
の
交
通
量
が

多
い
場
所
で
、
ひ
と
き
わ

橋
脚
は
高
く
、
橋
の
上
か

ら
の
見
晴
ら
し
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
享
保
４
年
（
１
７

１
９
年
）
に
幕
府
の
財
政

困
難
か
ら
、
一
度
は
廃
橋

が
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
町

人
た
ち
の
嘆
願
に
よ
り
、

町
方
の
維
持
管
理
の
下
、

橋
は
存
続
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
費

用
は
町
方
の
負
担
。
通
行

料
を
と
っ
た
り
、
市
を
開

い
た
り
し
て
、
町
方
は
維

持
管
理
費
調
達
に
奔
走
し

ま
し
た
。
し
か
し
運
悪
く
、

文
化
４
年
（
１
８
０
７

年
）
、
地
元
の
深
川
富
岡

八
幡
宮
の
祭
礼
日
に
、
詰

め
か
け
た
群
集
の
重
み
に

耐
え
切
れ
ず
に
、
橋
は
落

ち
て
し
ま
い
、
死
者
１
５

０
０
人
を
超
え
る
最
悪
の

落
橋
事
故
と
な
り
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
国
が
橋
の
維
持

を
す
る
費
用
を
捻
出
で
き

ず
に
、
民
間
へ
委
託
し
た

と
こ
ろ
、
資
金
調
達
が
う

ま
く
行
か
ず
、
大
事
故
を

起
こ
す
…
…
江
戸
時
代
も

現
在
と
同
じ
よ
う
な
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
た
ワ
ケ
で

す
。事

故
後
、
橋
の
維
持
の

重
要
性
に
気
づ
い
た
幕
府

に
よ
っ
て
再
び
架
橋
さ
れ

ま
す
。
明
治
維

新
を
迎
え
る
頃

に
は
劣
化
も
進

み
、
明
治
30
年

（
１
８
９
７
年
）

に
日
本
初
の
道

路
鉄
橋
と
し
て
、

現
在
の
場
所
へ

移
転
。
さ
ら
に
、

関
東
大
震
災
で

は
被
災
し
た
た

め
、
震
災
復
興

事
業
の
第
１
号

と
し
て
、
昭
和

3
年(

１
９
２
８

年)

に
現
在
の
重
量
感
の
あ

る
シ
ン
プ
ル
な
ア
ー
チ
型

の
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
永
代
橋
の
モ
デ

ル
と
な
っ
た
の
は
、
ド
イ

ツ
・
ラ
イ
ン
川
に
架
か
る

ル
ー
デ
ン
ト
ル
フ
鉄
道
橋
。

平
成
19
年
（
2
0
0
7
年
）

に
は
、
勝
鬨
橋
、
清
洲
橋

と
共
に
、
建
造
物
と
し
て

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
で

は
、
深
川
八
幡
祭
り
の
神

輿
と
人
で
華
や
ぐ
橋
と
し

て
有
名
で
す
。
ま
た
、
映

画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど

の
ロ
ケ
地
と
し
て
、
よ
く

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
夕
刻

に
な
る
と
橋
は
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
、
ビ
ル
を
背
景

に
浮
か
び
上
が
る
ア
ー
チ

と
、
隅
田
川
に
写
る
青
白

い
光
は
、
ハ
ッ
と
す
る
美

し
い
景
色
で
す
。

所
在
地：
江
東
区
永
代
1

ご
愛
顧
い
た
だ
い
た
山
荘
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
山
中
湖
」
老
朽
化
に
よ
り
閉

鎖
さ
れ
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
ご
家
族
の
小
旅
行
に
と
皆
様

か
ら
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

山
荘
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
山
中
湖
」
も
老

朽
化
が
激
し
く
、
や
む
な
く
九
月
一
杯

を
持
ち
ま
し
て
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
管

理
人
の
丹
精
込
め
た
苔
の
庭
園
も
な
つ

か
し
く
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の

ご
愛
顧
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

丁
目
〜
中
央
区
新
川
1
丁

目交
通：

東
岸
永
代
側→

東

京
メ
ト
ロ
東
西
線
、
都
営

地
下
鉄
大
江
線
「
門
前
仲

町
駅
」
下
車
、
徒
歩
10
分
、

西
岸
新
川
側→

東
京
メ
ト

ロ
東
西
線
ほ
か
「
茅
場
町

駅
」
下
車
、
徒
歩
10
分

今
回
は
隅
田
川
に
架
か

る
橋
を
三
つ
、
前
回
と
合

わ
せ
る
と
五
つ
取
り
上
げ

永
代
通
り
の
歩
道
に
昔
の
永
代
橋
の
模

様
が
描
か
れ
た
絵
を
見
つ
け
ま
し
た
。

ま
し
た
。
隅
田
川
両
岸
は

整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
に
な

っ
て
お
り
、
休
日
訪
れ
る

に
は
格
好
の
場
所
で
す
。

図
1
に
隅
田
川
に
架
か
る

橋
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
活
用
い
た
だ
け
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。

（
文：

土
肥
夏
哉
子
）



民
の
生
活
を
支
え
て
き
ま

し
た
。

そ
れ
も
今
は
昔
、
多
目

的
運
動
公
園
の
片
隅
に
現

役
の
淀
橋
給
水
所
を
残
す

の
み
で
す
。

話
を
戻
し
て
、
新
宿
中

央
公
園
の
広
さ
は
2
万
6

千
坪
以
上
も
あ
り
、
約
8

万
本
の
樹
木
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が

「
ふ
れ
あ
い
通
り
」
を
挟

ん
だ
公
園
北
側
の
「
区
民

の
森
」
に
あ
り
ま
す
。
白

木
蓮
も
こ
こ
に
あ
り
、
丹

下
健
三
氏
の
手
に
よ
る
都

庁
ビ
ル
を
バ
ッ
ク
に
見
る

桜
や
白
木
蓮
は
、
不
思
議

と
違
和
感
が
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
す
が
「
新
東
京
百

景
」
だ
な
と
変
に
納
得
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

白
木
蓮
は
、
家
の
庭
先

に
も
多
く
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
だ
肌
寒
さ
が
残
る
あ

る
日
、
ふ
と
足
を
止
め
て

振
り
仰
い
だ
青
い
空
。
そ

こ
に
見
つ
け
た
純
白
の
白

木
蓮
は
、
心
の
片
隅
に
春

の
兆
し
を
灯
す
花
な
の
で

す
。公

園
の
場
所:

東
京
都
西

新
宿
2
｜
11
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添
え
た
の
で
す
。

「
清
澄
庭
園
」
も
、
そ

う
し
た
庭
園
の
一
つ
で

す
。
一
説
に
は
江
戸
の
豪

商
・
紀
伊
国
屋
文
左
衛
門

の
屋
敷
跡
と
伝
え
ら
れ
て

い
て
、
後
に
下
総
国
関
宿

の
城
主
・
久
世
大
和
守
の

下
屋
敷
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
維
新
の
直
後
は
、
最

後
の
将
軍
と
な
っ
た
徳
川

慶
喜
が
住
ん
で
い
た
そ
う

で
す
。

明
治
11
年
、
三
菱
財
閥

の
創
始
者
・
岩
崎
彌
太
郎

が
買
い
取
り
、
日
本
を
代

表
す
る
「
回
遊
式
林
泉
庭

園
」
と
し
て
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

大
正
時
代
の
図
面
を
見

る
と
、
敷
地
は
現
在
の
2

倍
も
あ
り
、
隅
田
川
か
ら

池
に
水
を
引
き
入
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
潮
入
の
池
」
と
い
う
の

だ
そ
う
で
す
が
、
今
は
雨

水
を
利
用
し
て
い
る
と
の

こ
と
。

街
の
景
色
が
冬
の
到
来

戦
乱
を
制
し
た
家
康
が
、

実
は
花
好
き
だ
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

二
代
将
軍
の
家
忠
や
三
代

将
軍
家
光
も
花
を
好
み
、

諸
大
名
も
競
っ
て
珍
し
い

花
々
を
栽
培
し
た
り
、
新

種
の
発
見
に
力
を
注
い
だ

そ
う
で
す
。

江
戸
時
代
中
期
に
は
、

庶
民
の
間
で
も
園
芸
熱
が

高
ま
り
、
江
戸
の
街
は
世

界
に
類
を
見
な
い
園
芸
都

市
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た

大
名
や
豪
商

が
贅
を
尽
く

し
て
建
て
た

屋
敷
の
一
部

が
、
明
治
以

降
、
庭
園
や

公
園
と
し
て

残
さ
れ
、
東

京
と
い
う
大

都
市
に
安
ら

ぎ
と
彩
り
を

文・写真　山内　隆一

を
告
げ
始
め
た
11
月
下

旬
、
「
清
澄
庭
園
」
で

「
雪
吊
り
」
の
作
業
が
行

わ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
撮

影
に
出
か
け
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
そ
の
日
は
準

備
作
業
だ
け
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
一
つ
は
完
成
し

て
い
る
と
言
わ
れ
、
早
速
、

入
園
料
を
払
っ
て
中
へ
。

園
内
に
一
歩
足
を
踏
み

入
れ
る
と
、
ま
ず
、
景
色

の
雄
大
さ
に
目
を
奪
わ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
2
倍

の
広
さ
な
ら
、
目
も
心
も

奪
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
。

広
い
池
に
は
3
つ
の
島

が
浮
か
び
、
水
面
に
木
々

の
影
を
落
と
し
て
い
ま

す
。
冬
場
は
、
花
は
あ
ま

り
な
い
の
で
す
が
、
赤
や

黄
色
に
染
ま
っ
た
木
々
が

池
に
映
え
、
花
以
上
に
堪

能
で
き
ま
す
。

園
内
の
あ
ち
こ
ち
に
は

奇
岩
や
名
石
が
置
か
れ
、

変
化
に
富
む
風
景
を
演
出

し
て
い
ま
す
。

「
雪
吊
り
」
を
終
え
た

松
の
木
は
、
庭
園
の
一
番

奥
に
あ
り
ま
し
た
。
木
の

中
心
に
柱
を
立
て
、
枝
の

一
番
下
に
竹
を
丸
く
組
ん

で
差
し
渡
し
、
木
の
て
っ

ぺ
ん
か
ら
縄
で
吊
し
て
松

の
枝
を
雪
の
重
さ
か
ら
守

り
ま
す
。
初
め
て
間
近
で

見
た
の
で
す
が
、
そ
の
円

錐
形
の
見
事
な
こ
と
。

「
雪
吊
り
」
を
す
る
職
人

さ
ん
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く

な
る
と
聞
く
と
、
美
し
さ

も
ひ
と
し
お
で
す
。

雪
が
降
っ
た
ら
絶
対
に

訪
れ
よ
う
と
自
分
自
身
に

誓
い
、
陽
が
傾
き
始
め
た

庭
園
を
後
に
し
ま
し
た
。

「
花
の
あ
る
風
景
」
と

題
し
て
い
る
の
に
花
が
出

て
こ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、

と
お
叱
り
で
す
ね
。
で
も
、

木
々
に
降
り
積
も
っ
た
雪

景
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み

て
下
さ
い
。
真
っ
白
な
花

が
咲
き
乱
れ
て
い
る
よ
う

に
は
見
え
ま
せ
ん
か
。
少

し
寒
い
け
ど
…
。

「
雪
ふ
れ
ば
冬
ご
も
り
せ

る
草
も
木
も
春
に
し
ら
れ

ぬ
花
ぞ
さ
き
け
る
」

紀き
の

貫
之

つ
ら
ゆ
き公

園
の
場
所:

東
京
都
江

東
区
清
澄
3
｜
3
｜
9

こ
の
花
を
モ
ク
レ
ン
だ

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い

よ
う
で
す
が
、
モ
ク
レ
ン

の
花
は
赤
紫
色
で
、
白
木

蓮
よ
り
遅
く
開
花
し
ま

す
。
似
た
花
に
コ
ブ
シ
が

あ
り
、
こ
ち
ら
は
少
し
小

さ
め
で
、
花
の
根
も
と
に

葉
が
つ
い
る
の
で
区
別
で

き
ま
す
。

原
産
は
中
国
で
、
頭
痛

や
鼻
炎
の
薬
と
し
て
日
本

に
入
っ
て
き
た
と
の
こ

と
。
花
は
目
を
楽
し
ま
せ

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
人

の
健
康
を
守
っ
て
き
た
の

で
す
ね
。

そ
ん
な
白
木
蓮
を
沢
山

見
て
み
た
い
と
思
っ
た
ら

新
宿
中
央
公
園
に
出
か
け

て
み
て
は
。

新
宿
中
央
公
園
は
昭
和

43
年
、
精
密
機
器
の
工
場

と
淀
橋
浄
水
場
と
の
跡
地

に
造
ら
れ
た
区
立
の
公
園

で
す
。
背
景
に
屹
立
す
る

新
宿
超
高
層
ビ
ル
と
セ
ッ

ト
で
「
新
東
京
百
景
」
の

一
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

新
宿
区
で
は
、
そ
の
他
に

新
宿
御
苑
や
神
宮
外
苑
が

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

桜
よ
り
も
早
く
春
の
到

来
を
告
げ
る
花
が
白
木
蓮

で
す
。

春
の
陽
差
し
を
受
け
て

木
全
体
が
白
く
輝
き
、
一

つ
一
つ
の
花
が
紺
碧
の
空

に
向
か
っ
て
咲
く
姿
は
見

事
と
言
う
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
。
花
び
ら
は
ま
る
で
白

磁
の
よ
う
に
清
楚
で
、
触

れ
る
と
崩
れ
落
ち
て
し
ま

い
そ
う
な
可
憐
さ
を
持
っ

て
い
ま
す
。（
私
の
勝
手
な

思
い
で
す
…
）

ち
ょ
っ
と
話
は
そ
れ
ま

す
が
、
明
治
10
年
か
ら
明

治
15
年
ま
で
日
本
全
国
で

コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
、
東
京

で
も
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し

ま
し
た
。
当
時
の
新
聞
は

「
清
潔
法
の
骨
髄
は
、
飲

料
水
の
改
良
と
下
水
の
改

良
に
あ
る
」
と
報
じ
、
明

治
政
府
は
江
戸
時
代
か
ら

飲
み
水
に
利
用
し
て
き
た

玉
川
上
水
や
神
田
上
水
水

質
検
査
を
行
い
、
淀
橋
浄

水
場
の
建
設
が
計
画
さ
れ

た
の
で
す
。

様
々
な
紆
余
曲
折
（
昔

も
今
も
変
わ
ら
ぬ
偽
装
納

入
事
件
な
ど
）
を
経
て
、

明
治
31
年
、
淀
橋
浄
水
場

が
完
成
。
以
来
、
東
京
庶

7
2
0
年
に
編
纂
さ
れ

た
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、

日
本
人
が
桜
を
観
賞
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
神
宮

皇
后
の
時
代
か
ら
な
の
だ

そ
う
で
す
。

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時

代
に
か
け
、
旅
に
生
き
た

西
行
も
『
春
風
の
花
を
散

ら
す
と
見
る
夢
の
覚
め
て

も
胸
の
さ
わ
ぐ
な
り
け

り
』
と
散
る
花
を
惜
し
み
、

『
願
わ
く
ば
花
の
下
に
て

春
死
な
ん
そ
の
如
月

き
さ
ら
ぎ

の

望
月

も
ち
づ
き

の
頃
』
と
望
み
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
花
と
は
桜

の
こ
と
で
す
。

桜
ほ
ど
日
本
人
に
愛
さ

れ
て
き
た
花
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
よ
く
見
る

品
種
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で

す
が
、
野
生
種
と
栽
培
品

種
を
含
め
る
と
約
3
4
0

種
類
も
あ
り
、
今
も
増
え

続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

都
内
に
あ
る
桜
の
名
所

も
多
く
、
今
年
は
ど
こ
へ

繰
り
出
そ
う
か
と
悩
ん
で

い
る
人
も
多
い
の
で
は
。

そ
こ
で
、
私
の
お
気
に

入
り
の
公
園
へ
と
ご
案
内

し
ま
し
ょ
う
。

文
京
区
の
「
新
江
戸
川

公
園
」
が
花
見
の
お
勧
め

ス
ポ
ッ
ト
な
の
で
す
が
、

何
で
こ
ん
な
味
気
な
い
名

前
を
付
け
た
の
か
、
も
と

は
熊
本
藩
細
川
家
の
下
屋

敷
で
し
た
。
そ
の
庭
園
の

跡
地
を
そ
の
ま
ま
公
園
に

し
た
回
遊
式
泉
水
庭
園

で
、
公
園
入
口
の
門
を
潜

る
と
目
の
前
に
は
池
が
拡

が
り
、
そ
の
奥
に
は
目
白

台
台
地
の
南
斜
面
を
山
に

見
立
て
た
起
伏
あ
る
景
観

が
望
め
ま
す
。

公
園
の
中
央
に
は
桜
の

巨
木
が
あ
り
、
満
開
と
も

な
れ
ば
春
を
装
い
始
め
た

木
々
を
背
景
に
、
霞
む
が

如
く
咲
き
誇
り
ま
す
。
池

の
水
面
に
映
る
景
色
も
素

晴
ら
し
く
、
池
に
添
っ
て

散
策
し
な
が
ら
景
色
の
変

化
を
楽
し
む
の
も
回
遊
式

泉
水
庭
園
な
ら
で
は
。

足
下
に
目
を
向
け
れ
ば
、

シ
ャ
ガ
が
純
白
の
花
び
ら

に
橙
色
と
青
紫
の
斑
点
を

あ
し
ら
い
、
可
憐
に
咲
い

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
に
と
っ
て

の
見
頃
は
桜
の
散
り
際
で

し
ょ
う
か
。
心
地
よ
い
春

風
に
乗
っ
て
花
び
ら
が
舞

い
散
り
、
水
面
に
浮
か
ぶ

様
子
も
風
情
が
あ
り
ま

す
。園

内
で
は
酒
を
飲
む
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
花

見
の
喧
騒
か
ら
逃
れ
、
ゆ

っ
く
り
と
桜
を
楽
し
み
た

い
方
に
は
う
っ
て
つ
け
の

場
所
で
は
。

公
園
を
出
て
左
に
折
れ
、

神
田
川
沿
い
に
し
ば
ら
く

歩
く
と
、
こ
こ
も
花
見
の

名
所
、
江
戸
川
公
園
が
あ

り
ま
す
。
公
園
と
言
う
よ

り
は
緑
道
の
よ
う
に
細
長

く
、
約
6
0
0
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
桜
並
木
が
続

い
て
い
ま
す
。

桜
は
川
の
両
岸
に
植
え

ら
れ
て
い
て
、
運
が
良
け

れ
ば
、
吹
き
こ
ぼ
れ
た
花

び
ら
で
神
田
川
が
覆
い
尽

く
さ
れ
、
真
っ
白
に
染
ま

っ
た
流
れ
を
眺
め
る
こ
と

が
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。公

園
の
場
所:

東
京
都
文

京
区
春
日
1
丁
目
16
番
21

号

●
冬
の
風
物
詩

●
清
楚
で
可
憐
な
姿

●
今
か
ら
待
ち
遠
し
い

第1回



熱
海
サ
ン
ビ
ー
チ
に
程

近
い
、
老
舗
の
寿
司
屋
と

い
え
ば
、「
淡
島
寿
司
」。

昭
和
26
年
創
業
、
地
元
民

か
ら
半
世
紀
以
上
愛
さ
れ

続
け
て
い
る
江
戸
前
寿
司

で
あ
る
。
扉
を
開
け
る
と
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
」
と

威
勢
の
い
い
掛
け
声
。
カ

ウ
ン
タ
ー
の
上
に
は
新
鮮

な
ネ
タ
が
ズ
ラ
リ
、
そ
し

て
そ
の
横
に
は
、
2
段
重

な
っ
た
迫
力
あ
る
生
簀

い
け
す

が

迎
え
て
く
れ
る
。
上
の
段

は
サ
ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
、
下

の
段
に
は
ア
ジ
や
カ
ワ
ハ

ギ
、
ヒ
ラ
メ
な

ど
が
気
持
ち
良

さ
そ
う
に
泳
い

で
い
る
。
い
ず

れ
も
地
元
の
港

で
水
揚
さ
れ
た
、

活
き
の
い
い
魚

介
。
こ
の
生
簀

か
ら
と
っ
て
捌さ

ば

い
た
ば
か
り
の

4
0
0
万
円
の
器
で
抹
茶
が
い
た
だ
け

る
？
！
「
人
間
国
宝
美
術
館
」

熱海市渚町3－3
TEL：0557-81-4323
営業時間：12:00～
24:00(ランチタイムは
15:00まで)
定休日：水曜日

発行／国土管理株式会社2009年・1月新春号5 KK Communication

ハ
ー
ブ
や
花
に
興
味
が

あ
れ
ば
、
熱
海
に
来
た
時

は
迷
わ
ず
行
っ
て
み
た
い
。

こ
ち
ら
、
ア
カ
オ
ハ
ー

ブ
＆
ガ
ー
デ
ン
は
、
尾
根

や
谷
な
ど
自
然
の
丘
陵
地

を
生
か
し
て
造
ら
れ
た
、

20
万
坪
に
も
及
ぶ
ハ
ー
ブ

と
花
の
天
国
。
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
英
国
調
の
「
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
ガ
ー

デ
ン
」、
結
婚
式
の
会
場
と

湯
河
原
は
、
箱
根
に
次
ぐ
神
奈
川
県
第
二

の
温
泉
郷
。
小
京
都
と
し
て
も
認
定
さ
れ
て
い

る
風
情
あ
る
温
泉
街
だ
が
、
早
春
は
幕
山
梅

林
で
4
千
本
の
梅
、
春
は
椿
ラ
イ
ン(

県
道
75

号)

を
彩
る
桜
、
夏
は
海
水
浴
、
秋
は
万
葉
公

園
の
紅
葉
、
冬
は
み
か
ん
狩
り
…
と
１
年
を
通

し
て
見
所
・
遊
び
所
に
あ
ふ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
地

で
も
あ
る
。

一
方
熱
海
は
、
か
つ
て
東
京
の
奥
座
敷
と

言
わ
れ
、
文
壇
、
画
壇
の
著
名
な
作
家
や
、

政
財
界
の
名
士
に
愛
さ
れ
た
温
泉
地
。
今
も

熱
海
に
魅
せ
ら
れ
別
荘
や
居
宅
を
構
え
る
有
名

人
も
多
く
、
住
み
や
す
く
過
ご
し
や
す
い
首
都

圏
屈
指
の
観
光
保
養
地
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、

の
び
の
び
と
生
活
す
る
に
最
適
の
環
境
だ
。
こ

の
２
つ
の
エ
リ
ア
の
魅
力
に
、
改
め
て
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
み
た
。（
取
材
・
文
／
澤
田
美
奈
）

バ
ラ
と
ハ
ー
ブ
に
囲
ま
れ
た
楽
園
　

「
ア
カ
オ
ハ
ー
ブ
＆
ガ
ー
デ
ン
」

し
て
も
人
気
の
、
つ
る
薔

薇
で
囲
ま
れ
た
「
ウ
エ
デ

ィ
ン
グ
ガ
ー
デ
ン
」、
4

千
本
の
バ
ラ
と
1
0
0
種

1
万
株
の
ハ
ー
ブ
に
囲
ま

れ
た
イ
タ
リ
ア
式
の
「
ハ

ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
」、
ま
た

世
界
一
巨
大
な
盆
栽
が
置

か
れ
た
純
日
本
庭
園
「
天

翔
」
な
ど
、
個
性
溢
れ
る

12
の
テ
ー
マ
ガ
ー
デ
ン
が

点
在
す
る
。
薔
薇
の
ア
イ

ス
や
紅
茶
を
楽
し
め
る
薔

薇
の
香
り
に
満
た
さ
れ
た

カ
フ
ェ
や
、
ハ
ー
ブ
の
コ

ロ
ン
や
石
鹸
な
ど
の
手
作

り
体
験
工
房
な
ど
も
あ

り
、
珍
し
い
ハ
ー
ブ
の
鉢

を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
花
や
ハ
ー
ブ
の
好
き

ア
ジ
が
、
な
ん
と
ラ

ン
チ
で
食
べ
ら
れ

る
。「
ア
ジ
の
た
た

き
定
食
」
は
、
ア
ジ

の
た
た
き
丸
ご
と
1

匹
分
に
握
り
寿
司
１

人
前
、
お
味
噌
汁
、

お
新
香
が
つ
い
て
２

１
０
０
円
と
い
う
嬉

し
い
価
格
。
定
食
は

他
に
も
刺
身
定
食
、
イ
カ

刺
身
定
食
が
あ
る
。
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
は
３
時
ま
で
、

と
遅
く
ま
で
楽
し
め
る
の

も
ポ
イ
ン
ト
が
高
い
。
ア

ジ
は
コ
リ
コ
リ
の
歯
ご
た

え
。
ま
ぐ
ろ
は
と
ろ
り
と

味
わ
い
深
く
、
サ
バ
は
し

っ
か
り
身
が
し
ま
っ
て
い

る
。
静
岡
特
産
の
山
葵
は
、

キ
リ
リ
と
香
り
高
い
。
昼

か
ら
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

れ
る
贅
沢
な
ラ
ン
チ
だ
。

夜
は
夜
で
、
生
簀
か
ら
採

り
た
て
の
ア
ワ
ビ
や
自
家

製
塩
辛
、
名
物
の
漬
物
寿

一
見
さ
り
げ
な
い
外
観

の
美
術
館
だ
が
、
中
に
入

る
と
、
人
間
国
宝
の
作
品

な
ら
で
は
の
荘
厳
で
凛
と

し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
は
、
1
階

か
ら
４
階
ま
で
、
人
間
国

宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
人
々
の
中

か
ら
、
陶
芸
を
中
心
に
人

形
、
漆
工
芸
、
金
属
工
芸

な
ど
の
名
作
や
、
染
織
品

や
ガ
ラ
ス
工
芸
な
ど
の
秀

作
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

実
は
注
目
す
べ
き
は
、
1

階
の
サ
ロ
ン
。
入
館
料
に

は
「
人
間
国
宝
作
の
器
で

飲
め
る
抹
茶
」
の
代
金
が

含
ま
れ
て
い
て
、
こ
ち
ら

の
喫
茶
ル
ー
ム
で
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
受

付
前
に
飾
っ
て
あ
る
器
の

中
か
ら
、
好
き
な
も
の
で

い
た
だ
け
る
と
い
う
の
で
、

せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
一
番

高
価
な
4
0
0
万

円
の
器
で
お
願
い

す
る
。
ほ
ど
な
く

し
て
運
ば
れ
て
き

た
の
は
、
美
し
い

若
草
色
に
泡
立
て

ら
れ
た
抹
茶
と
可

愛
ら
し
い
干
菓
子
。

選
ん
だ
器
は
三
輪

壽
雪
作
の
萩
焼
き
。

重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
（
人
間
国

宝
）
に
認
定
さ
れ
た
方
の

作
品
だ
。
温
か
く
も
力
強

い
茶
碗
は
、
個
性
と
生
命

力
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
飲
む
だ
け
で
も
価

値
が
あ
る
気
も
す
る
が
、

陶
芸
に
造
詣
が
深
く
な
く

と
も
、
気
高
い
日
本
の
美

に
触
れ
る
こ
と
は
理
屈
抜

き
で
感
動
し
、
か
つ
意
外

な
ほ
ど
面
白
い
こ
と
を
知

っ
た
。
湯
河
原
に
は
「
西

村
京
太
郎
記
念
館
」
や

「
か
ぼ
ち
ゃ
美
術
館
」
な

ど
ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
館
が

多
い
が
、
こ
ち
ら
も
、
日

活
き
の
い
い
新
鮮
な
魚
介
を
堪
能
！

「
淡
島
寿
司
」

湯
河
原
で
一
番
美
味
し

い
焼
き
鳥
は
？
と
地
元
の

方
に
聞
け
ば
、
大
抵
こ
ち

ら
「
鳥
政
」
さ
ん
の
名
前

が
上
が
る
。「
う
ま
い
、

し
か
も
驚
く
ほ
ど
安

い
！
」
と
い
う
。
こ
れ
こ

そ
、
庶
民
の
味
方
焼
き
鳥

の
醍
醐
味
で
は
な
い
か
。

何
し
ろ
焼
き
鳥
1
本
1

3
0
円
〜
だ
。
ネ
ギ
間
、

ハ
ラ
ミ
、
合
鴨
、
砂
肝
、

鶏
手
羽
先
、
皮
、
し
い
た

け
、
納
豆
さ
さ
み
、
わ
さ

び
さ
さ
み
、
ハ
ツ
モ
ト
、

つ
く
ね
、
レ
バ
ー
…
…
1

本
ず
つ
こ
れ
だ
け
頼
ん
で

も
2
千
円
い
か
な
い
。
ど

れ
も
大
ぶ
り
で
食
べ
応
え

あ
り
美
味
し
い
が
、
と
り

わ
け
、
ク
セ
の
な
い
プ
リ

プ
リ
の
レ
バ
ー
と
、
に
ん

に
く
の
き
い
た
ふ
わ
ふ
わ

の
つ
く
ね
、
脂
が
の

っ
て
こ
り
っ
こ
り
の

希
少
な
部
位
、
ハ

ツ
モ
ト
は
絶
品
だ
っ

た
。
珍
し
い
と
こ
ろ

で
は
、
納
豆
さ
さ

み
。
あ
る
よ
う
で
な

か
っ
た
新
鮮
な
メ
ニ

ュ
ー
だ
。
ジ
ュ
ー
シ

ー
な
さ
さ
み
の
中
に

た
っ
ぷ
り
納
豆
が
は

さ
ま
れ
て
海
苔
で
巻
か

れ
、
芥
子
が
塗
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
も
絶

妙
な
り
。
焼
き
鳥
以
外
、

馬
刺
し
や
釜
飯
も
人
気

だ
。客

席
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

15
席
に
お
座
敷
で
20
席
程

度
あ
る
が
、
週
末

は
常
に
満
席
で
、

外
で
待
っ
て
い
る

客
も
い
る
と
い

う
。
駅
か
ら
車
で

5
分
と
い
う
、
決

し
て
行
き
や
す
い

立
地
で
な
い
の
に

こ
れ
だ
け
の
人
気

は
あ
っ
ぱ
れ
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
来

客
分
の
焼
き
鳥

は
す
べ
て
、
こ
ち

ら
の
大
将
1
人

で
焼
い
て
い
る
。

し
か
し
、
て
き
ぱ
き
と
働

き
な
が
ら
も
、
客
と
の
会

話
を
楽
し
ん
だ
り
、
愛
嬌

の
あ
る
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
た
り
と
、
常
連
客
を
悦

ば
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
店

の
人
気
は
焼
き
鳥
の
み
な

ら
ず
、
大
将
の
魅
力
も
大

き
い
よ
う
だ
。
取
材
当
日

は
平
日
の
夜
早
め
の
時
間

帯
だ
っ
た
が
、
店
は
既
に

大
い
に
混
雑
し
て
お
り
、

カ
ウ
ン
タ
ー
は
小
田
原
か

ら
足
を
伸
ば
し
て
来
た
夫

婦
、
湯
河
原
に
別
荘
を
持

つ
東
京
か
ら
来
た
男
性
客

な
ど
の
常
連
で
し
め
ら

れ
、
地
元
民
以
外
に
も
根

強
い
フ
ァ
ン
が
多
い
事
が

伺
え
た
。
1
人
で
ふ
ら
っ

と
訪
れ
る
に
も
よ
し
、
気

の
置
け
な
い
友
人
と
飲
む

に
も
よ
し
、
家
族
で
わ
い

わ
い
楽
し
む
に
も
よ
し

の
、
湯
河
原
が
誇
る
、
元

気
な
焼
き
鳥
屋
で
あ
る
。

湯
河
原
随
一
の
焼
き
鳥
屋

「
や
き
と
り
鳥
政
」

住所：熱海市曽我1024-1 TEL：
0557-82-1221営業時間：9:00～
17:00（入園は16:00頃迄）
※年中無休
入園料：大人1,000円、小人500円

住所：湯河原町中央3-16-1
TEL：0465-62-2112
開館時間：9：30～17：00（入館
は16：30まで）
年中無休（年末年始も営業）
入館料：大人1,000円(お抹茶き)、
小・中・高校生200円

住所：足柄下郡湯河原
町中央1-1639-13
TEL：0465-63-6224
営業時間：17:00～
21:00
定休日：木曜日

沿線情報
No.10

な
人
に
は
た
ま
ら
な
い
だ

ろ
う
。
ど
こ
か
ら
見
る
か

迷
う
と
こ
ろ
だ
が
、
ま
ず
、

ガ
イ
ド
付
き
の
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
で
一
番
上
の
ガ
ー
デ

ン
ま
で
行
っ
て
降
り
、
各

ガ
ー
デ
ン
を
好
き
な
だ
け

楽
し
み
な
が
ら
、
下
ま
で

降
り
て
い
こ
う
。
頂
上
か

ら
下
ま
で
は
歩
い
て
楽
し

む
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
距

離
だ
が
、
途
中
、
通
り
か

か
り
の
バ
ス
に
手
を
上
げ

れ
ば
ど
こ
か
ら
で
も
乗
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
疲

れ
て
も
安
心
だ
。
散
歩
し

な
が
ら
四
季
を
通
じ
て
百

花
繚
乱
の
花
と
ハ
ー
ブ
を

満
喫
で
き
る
、
熱
海
の
楽

園
だ
。

司
な
ど
を
肴
に
、
地
物
の

ヒ
ラ
メ
の
ひ
れ
酒
で
一
杯

…
…
な
ん
て
い
う
の
も
、

自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
土

地
な
ら
で
は
の
役
得
だ
ろ

う
。
磯
の
香
り
漂
う
爽
や

か
な
寿
司
屋
だ
っ
た
。

本
人
な
ら
一
度
は
行
っ
て

み
た
い
素
晴
ら
し
い
美
術

館
で
あ
る
と
思
う
。

※
平
成
20
年
12
月
1
日
〜

21
年
3
月
31
日
ま
で
、

「
人
間
国
宝
の
茶
道
具
」

と
い
う
特
別
企
画
展
を
開

催
中
。



さ
て
、
前
号
で
ご
紹
介

し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
は
国
民
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
等
に
よ
り
す
ぐ
さ

ま
「
長
寿
医
療
制
度
」
に

名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
名
称
が
良
い
と

思
い
ま
す
か
？
長
寿
と
言

う
と
何
か
お
め
で
た
い
、

長
生
き
は
い
い
こ
と
だ
と

感
じ
ま
せ
ん
か
？
で
は
、

こ
の
長
寿
を
頭
に
つ
け
た

医
療
制
度
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

ま
ず
、
も
う
一
度
「
長

寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
）」
の
お
さ
ら

い
を
し
て
み
ま
す
。

対
象
者：

75
歳
以
上
の
方

全
員被

用
者
医
療
制
度
（
会

社
の
健
康
保
険
、
組
合
保

険
な
ど
　
以
下
「
会
社
の

保
険
」
と
呼
び
ま
す
。）
の

被
保
険
者
の
方
、
ご
家
族

が
会
社
の
保
険
に
入
っ
て

い
て
、
そ
の
方
の
扶
養
家

族
に
な
っ
て
い
る
方
、
国

民
健
康
保
険
の
方
々
は
75

歳
の
誕
生
日
か
ら
「
長
寿

医
療
制
度
」
の
被
保
険
者

に
な
り
ま
す
。

保
険
料：

加
入
者
個
人
単

位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

定
額
部
分
　
　
　
　

均
等
割
額
＋
所
得
割
額

＝
保
険
料

発行／国土管理株式会社 KK Communication 2009年・1月新春号 6

低
所
得
者
に
は
均
等
割

額
の
軽
減
（
7
割
、
5

割
、
2
割
軽
減
）
が
あ
り

ま
す
。

保
険
料
納
付
方
法：
原
則

年
金
か
ら
の
天
引
き

医
療
費
の
自
己
負
担
額

は
1
割
（
現
役
並
み
所
得

の
方
は
3
割
）
で
す
。

以
上
が
大
ま
か
な
制
度

の
内
容
で
す
。

開
始
当
初
は
、
制
度
の

内
容
が
行
き
渡
ら
な
か
っ

た
た
め
混
乱
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
6

月
12
日
に
は
早
く
も
制
度

の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
10
月
か
ら
は
一

時
凍
結
さ
れ
て
い
た
会
社

の
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
方
の
保
険
料
の
徴
収
が

始
ま
り
ま
し
た
。

①
低
所
得
者
に
対
す
る
保

険
料
の
軽
減

平
成
21
年
度
か
ら
で
す

が
、
そ
の
つ
な
ぎ
と
し
て

平
成
20
年
度
も
同
様
の
軽

減
が
行
わ
れ
ま
す
。

・
均
等
割
額
を
7
割
軽
減

さ
れ
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、

被
保
険
者
全
員
が
年
金
収

入
80
万
円
以
下
の
基
礎
年

金
だ
け
の
方
は
、
9
割
ま

で
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。（
平
成
20
年
度

は
年
間
で
8.5
割
軽
減
）
8

月
ま
で
年
金
か
ら
保
険
料

を
納
め
て
い
た
方
は
、
10

月
か
ら
平
成
21
年
3
月
末

ま
で
保
険
料
は
納
め
な
く

て
よ
く
な
り
ま
し
た
。
納

付
書
で
納
め
て
い
た
方
も

同
様
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

（
表
１
）

・
所
得
割
額
を
負
担
し
て

い
る
方
の
う
ち
、
年
金
収

入
が
1
5
3
万
円
〜
2
1

1
万
円
の
方
は
保
険
料
が

50
％
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
表

２
）
東
京
都
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
で
は
、
独

自
に
所
得
割
額
の
軽
減
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
国

の
軽
減
策
に
よ
り
軽
減
の

内
容
を
拡
大
し
ま
し
た
。

他
の
自
治
体
の
軽
減
に
つ

い
て
は
、
お
住
ま
い
の
後

期
高
齢
者
医
療
連
合
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
保
険
料
を
口
座
振
替
で

支
払
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

保
険
料
は
原
則
年
金
か

ら
の
天
引
き
で
し
た
が
、

条
件
に
よ
り
被
保
険
者
本

人
の
口
座
振
替
や
世
帯
主

や
配
偶
者
の
口
座
振
替
で

支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

・
本
人
の
口
座
振
替
に
す

る
に
は
、
こ
れ
ま
で
2
年

間
、
国
民
健
康
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
な
い
こ
と
。

・
年
金
収
入
が
１
８
０
万

円
未
満
の
方
は
、
世
帯
主

や
配
偶
者
が
本
人
に
替
わ

っ
て
口
座
振
替
で
納
付
可

能
。長

寿
医
療
制
度
が
始
ま

る
前
、
会
社
の
保
険
の
被

扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
被

扶
養
者
で
な
か
っ
た
方
と

年
金
収
入
が
同
じ
で
も
保

険
料
を
納
め
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
被
扶
養
者
で

な
か
っ
た
方
は
国
民
健
康

保
険
料
を
負
担
し
て
い
ま

し
た
。
そ
う
い
う
不
公
平

を
な
く
す
た
め
に
75
歳
以

上
の
方
は
所
得
に
応
じ
て

保
険
料
を
支
払
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
被
扶
養
者
だ

っ
た
方
の
保
険
料
負
担
が

急
に
増
え
て
し
ま
う
た
め

9
月
ま
で
は
保
険
料
の
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
月
か
ら
は
そ
の
措
置
が

終
わ
り
保
険
料
の
負
担
が

始
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、

平
成
21
年
3
月
末
ま
で
は
、

保
険
料
の
9
割
が
軽
減
さ

れ
る
た
め
、
1
割
の
負
担

で
す
み
ま
す
。

ま
た
、
会
社
の
保
険
の

被
保
険
者
の
方
は
、
75
歳

の
誕
生
日
か
ら
長
寿
医
療

制
度
の
被
保
険
者
に
切
り

替
わ
り
ま
す
。
保
険
料
は
、

会
社
の
保
険
の
場
合
、
保

険
料
は
事
業
主
と
折
半

（
組
合
保
険
は
独
自
の
負

担
割
合
が
あ
り
ま
す
。）
で

す
が
、
そ
れ
が
な
く
な
る

た
め
に
所
得
に
よ
っ
て
は

保
険
料
が
増
え
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
同
じ

所
得
な
ら
原
則
同
じ
保
険

料
と
い
う
制
度
の
た
め
、

い
た
し
方
な
い
よ
う
で
す
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士香

取
　
美
惠
子

　まず、肩こりや頭痛の原因については、車の運転や事務作業などで同じ姿勢が長時間続いて首
や肩に負担がかかるといった物理的原因や、ストレスによって首や肩の神経や筋肉が緊張して血
行が滞ること、自律神経のアンバランスなどが考えられます。また、睡眠不足や極度の過労、アル
コール摂取などで引き起こされることもあります。そのため、お客様の肩こりと頭痛の原因がどこ
にあるのかはっきり申し上げられませんが、まずは日常生活で気をつけることとして、普段から十
分な睡眠や休養を取り、過労や嗜好品の過剰摂取を避けるようにしましょう。血行促進として頭皮
をほぐすようなマッサージや、首や肩を回す体操をこまめにするようにするのも良いでしょう。 
　また、血行不良をよくするにはビタミンE（植物油、アーモンド・ナッツ類、大豆、うなぎなどに多く
含まれる）、ストレスに強い体を作るにはパントテン酸（ビタミンの一種でレバーや納豆、サケ、い
わしなどに多く含まれる）などを積極的に摂ると良いと言われています。ただし、高血圧や脳疾患
などが隠れている場合もありますので、あまり症状がひどい場合には内科あるいは専門の頭痛外
来などを受診なさってください。 

肩こりと頭痛がひどく、もう何年も悩んでいます。対処法は何かあり 
ませんか。また原因として考えられることは何でしょうか。 

以
上
が
平
成
20
年
4
月

に
開
始
し
て
か
ら
の
変
更

と
新
た
に
始
ま
っ
た
保
険

料
の
徴
収
に
つ
い
て
簡
単

に
説
明
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
平
成
20
年
9

月
か
ら
は
有
識
者
に
よ
る

「
高
齢
者
医
療
制
度
に
関

す
る
検
討
会
」
が
始
ま
り
、

今
後
も
様
々
な
変
更
が
行

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
医
療
に
お
金
が
か
か

る
こ
と
を
国
民
は
理
解
し

て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
、

十
分
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
安
心
し
て
長
生
き
で

き
る
と
思
え
る
制
度
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

の
推
移

6
月
12
日
の
変
更
内
容

に
つ
い
て

10
月
か
ら
会
社
の
保
険

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方

の
保
険
料
負
担
開
始

　所得金額 　年金収入 軽減割合 

15万円まで 168万円まで 　全額 

20万円まで 173万円まで 　75% 

40万円まで 193万円まで 　50% 

55万円まで 208万円まで 　50% 

58万円まで 211万円まで 　50%

表１　均等割額の軽減策 

表2　所得割額の軽減（東京都後期高齢者医療地域連合の場合） 

年金収入８０万円以下の 
基礎年金だけで暮らして 
いる世帯 

   7割軽減 
（11,300円） 

   8.5割軽減 
（5,400円） 

9割軽減 
 

当初 平成20年度の 
つなぎ措置 

平成21年度 
以降 
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地球環境保全に貢献する照明　SOKIライト　　http://soki.asia
　SOKIライトは、LED（発光ダイオード）と世界特許の特殊レンズを組合せた画期的な灯りを創り出す照明です。 
従来のLED照明の欠点（光が弱い、照射距離が短い、工事が必要等）を克服した新しいLED照明であり、道路灯のような10ｍ以上の設置高さ 
にも対応可能となり、更に既存の灯具への組込みが可能です。電気使用量も従来の照明に比べて1/10程度で同等の光を提供できます。 

●　輝度・照度が高い　　特殊レンズとの併用により、通常のLEDより数倍の明るさを創り出します。 
●　高所設置可能　　　　特殊レンズにより、通常のLEDでは届かなかった範囲まで照射可能です。 
●　省電力・低コスト　　通常のLED単体の照明より照度が高いため、LED個数・使用電気量の削減が可能です。 
●　長寿命　　　　　　　LEDに極力負担をかけない仕様になっているので、長寿命を導きます。 
●　調光可能　　　　　　独自のLEDドライバを組み込むことにより、既存の調光機器の使用が可能となりました。 
●　カスタマイズに対応　 お客様のニーズにあった照明をオリジナルで作成することも可能です 
●　工事不要　　　　　　ほとんどの商品が既存の設備への導入が可能です。 
●　境環境に優しい　　　省電力で低発熱、低コストで長寿命のために最適な環境配慮型照明です。 
 

スポット・ダウン照明　　　　　　飲食店、ホテル、スーパー、コンビニ、ビル、マンション、展示会場　等 
投光器　　　　　　工場／倉庫、駐車場、工事現場、ガソリンスタンド　等　　　　 
街　灯　　　　　　道路灯、街路灯、防犯灯、駐車場　等 
特殊照明　　　　　　集魚灯、育成灯、特殊ライト、舞台照明、読書灯　等 

株式会社　創　輝　〒104-0045東京都中央区築地2-15-14　築地安田ビル9F　TEL:03-3248-4555　FAX:03-3248-4556

　SOKI-Lightの特徴 

―　SOKI-Ｌightの利用場所　― 渋谷ハチ公前に街灯設置、点灯中 

国
土
交
通
省
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
長
期
修
繕
計
画

の
標
準
様
式
を
作
成
長
期
修
繕
計
画
標
準
様
式
、
長
期
修
繕
計
画
作
成
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
及
び
同
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

マ
ン
シ
ョ
ン
の
快
適
な

居
住
環
境
を
確
保
し
、
資

産
価
値
の
維
持
・
向
上
を

図
る
た
め
に
は
、
建
物
の

経
年
劣
化
に
対
応
し
た
適

時
適
切
な
修
繕
工
事
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
適
切
な
長

期
修
繕
計
画
を
作
成
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
修
繕
積

立
金
の
額
の
設
定
を
行
う

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
長
期
修
繕
計

画
を
ど
の
よ
う
な
様
式
に

よ
り
作
成
す
る
の
か
は
、

こ
れ
ま
で
定
ま
っ
た
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
国
土
交
通

省
は
、
平
成
19
年
９
月
に

「
長
期
修
繕
計
画
あ
り
方

検
討
委
員
会
（
委
員
長：

秋
山
哲
一
　
東
洋
大
学
工

学
部
建
築
学
科
教
授
）」

を
立
ち
上
げ
、
長
期
修
繕

計
画
を
作
成
す
る
た
め
の

様
式
等
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
委
員
会
で

の
検
討
を
踏
ま
え
、「
長

期
修
繕
計
画
標
準
様
式
」、

「
長
期
修
繕
計
画
作
成
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
同
コ
メ

ン
ト
」
が
策
定
さ
れ
、
公

表
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

●
管
理
組
合
が
長
期
修
繕

計
画
に
つ
い
て
理
解
し
、

比
較
検
討
を
容
易
に
す
る

た
め
、
作
成
者
ご
と
に
異

な
っ
て
い
た
様
式
に
つ
い

て
「
標
準
的
な
様
式
」
を

初
め
て
策
定
し
た
。

●
項
目
漏
れ
に
よ
る
修
繕

積
立
金
の
不
足
を
防
ぐ
た

め
、
標
準
的
な
「
推
定
修

繕
工
事
項
目
」
を
示
し
た
。

●
修
繕
積
立
金
の
額
の
将

来
的
な
引
き
上
げ
額
の
幅

を
少
な
く
す
る
た
め
、

「
均
等
積
立
方
式
」
に
よ

り
修
繕
積
立
金
の
額
を
算

出
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
１
）
長
期
修
繕
計
画
標

準
様
式
、
長
期
修
繕
計
画

作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び

同
コ
メ
ン
ト
策
定
の
背
景

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、

累
計
約
５
２
８
万
戸
、
約

１，

３
０
０
万
人
（
平
成

19
年
末
）
が
居
住
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
、
我
か
国

に
お
け
る
重
要
な
居
住
形

態
で
あ
り
、
近
年
で
は
年

間
約
20
万
戸
が
供
給
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
数
は
着
実

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
首
都
圏
で
は
、
住
宅

取
得
者
の
半
数
以
上
が
マ

ン
シ
ョ
ン
を
選
択
し
て
い

る
な
ど
、
わ
が
国
に
お
い

て
は
、
主
要
な
住
宅
形
態

と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
者
の
永
住
意
識
は

年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
現

在
で
は
約
半
数
の
方
が
マ

ン
シ
ョ
ン
を
終
の
棲
家
と

考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
つ

建
物
を
多
く
の
人
が
区
分

所
有
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、
①
共
同
生
活
に
対
す

る
意
識
の
相
違
、
②
多
様

な
価
値
観
を
持
っ
た
区
分

所
有
者
間
の
意
思
決
定
の

難
し
さ
、
③
利
用
形
態
の

混
在
に
よ
る
権
利
・
利
用

関
係
の
複
雑
さ
、
④
建
物

構
造
上
の
技
術
判
断
の
難

し
さ
な
ど
、
建
物
を
維
持

管
理
し
て
い
く
上
で
、
多

く
の
課
題
を
有
し
て
い
ま

す
。平

成
17
年
12
月
に
策
定

し
た
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
標
準
指
針
」（
国
土
交

通
省
）
で
は
、
長
期
修
繕

計
画
の
作
成
・
見
直
し
に

つ
い
て
、「
何
を
」「
ど
の

よ
う
な
点
に
」
留
意
す
べ

き
か
を
「
標
準
的
な
対

応
」、「
望
ま
し
い
対
応
」

と
し
て
示
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
内
容
に
関
し
、

こ
の
度
、「
長
期
修
繕
計

画
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

に
お
け
る
検
討
結
果
を
踏

ま
え
、
長
期
修
繕
計
画
を

作
成
・
見
直
し
す
る
た
め

の
標
準
的
な
様
式
と
し

て
、
長
期
修
繕
計
画
標
準

様
式
」
と
、
長
期
修
繕
計

画
の
基
本
的
な
考
え
方
の

留
意
点
を
示
し
た
「
長
期

修
繕
計
画
作
成
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
及
び
同
コ
メ
ン
ト
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
長
期
修
繕
計
画
標

準
様
式
、
長
期
修
繕
計
画

作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び

同
コ
メ
ン
ト
の
必
要
性
及

び
位
置
づ
け

①
長
期
修
繕
計
画
と
は

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、

専
有
部
分
と
共
用
部
分
で

建
物
等
が
構
成
さ
れ
て
お

り
、
共
用
部
分
に
つ
い
て

は
、
区
分
所
有
者
全
員
で

団
体(

管
理
組
合)

を
構
成

し
管
理
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。

修
繕
工
事
等
の
費
用
は

多
額
で
あ
り
、
修
繕
工
事

等
の
実
施
時
に
一
括
で
徴

収
す
る
こ
と
は
、
区
分
所

有
者
に
大
き
な
負
担
を
強

い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
費
用

不
足
の
た
め
必
要
な
修
繕

工
事
等
が
行
え
ず
、
建
物

等
の
劣
化
を
進
行
さ
せ
る

こ
と
と
な
り
、
そ
れ
に
よ

り
、
あ
と
で
大
き
な
負
担

が
発
生
す
る
お
そ
れ
も
あ

り
ま
す
。

②
長
期
修
繕
計
画
標
準
様

式
、
長
期
修
繕
計
画
作
成

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
同
コ

メ
ン
ト
の
必
要
性

建
物
等
の
劣
化
に
対
し

て
適
時
適
切
に
修
繕
工
事

等
を
行
う
た
め
に
作
成
す

る
長
期
修
繕
計
画
は
、
①

計
画
期
間
、
②
推
定
修
繕

工
事
項
目
、
③
修
繕
周
期
、

④
推
定
修
繕
工
事
費
、
⑤

収
支
計
画
を
含
ん
だ
も
の

で
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
⑥
修
繕
積
立
金
の
額

の
算
出
を
行
い
ま
す
。

長
期
修
繕
計
画
を
作

成
・
見
直
し
す
る
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方
と
長
期

修
繕
計
画
標
準
様
式
を
使

用
し
て
の
作
成
方
法
を
示

す
こ
と
で
、
計
画
の
内
容

及
び
修
繕
積
立
金
額
の
設

定
等
に
つ
い
て
、
区
分
所

有
者
間
で
合
意
形
成
を
行

い
や
す
く
す
る
た
め
に
作

成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

③
長
期
修
繕
計
画
標
準
様

式
及
び
長
期
修
繕
計
画
作

成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
位
置

づ
け
（
左
図
）

（
本
記
事
は
平
成
20
年
6

月
国
土
交
通
省
住
宅
局
市

街
地
建
築
課
マ
ン
シ
ョ
ン

政
策
室
発
表
よ
り
抜
粋
）

マンションの管理の適正化に関する指針 
（平成13年8月1日国土交通省告示第1288号） 

管理組合によるマンション管理の適正化に関する指針 

長期修繕計画標準様式及び長期修繕計画作成
ガイドライン及び同コメント 
　管理組合の業務である長期修繕計画の作成又は変更（マンショ

ン標準管理規約第32条第3号）についての標準的な様式、長期修

繕計画を作成するための基本的な考え方及び「長期修繕計画標準

様式」を使用しての作成方法を示したガイドライン 

マンション標準管理規約 
【単棟型、団地型、複合用途型】 
（最終改正平成16年1月23日） 

　複数の区分所有者が一棟の建
物を区分して所有しているマン
ションにおいて不可欠な維持管
理や生活の基本ルールを定める
管理規約の標準的モデルとして
作成 

マンション標準管理 
委託契約書 
（平成15年4月9日付け国総動 

第3号） 
　管理組合が管理会社と
管理委託契約を締結する
際の標準モデルとして作
成 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
標
準
指
針 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
一
七
年
十
二
月
策
定
） 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
・
管
理
の
た
め
に
「
何
を
」
「
ど
の
よ
う
な
点
に
」
留
意
す
べ 

き
か
を
定
め
た
指
針 

お
便
り
紹
介

◆
耳
よ
り
ニ
ュ
ー
ス
の
エ
レ
ベ
ー
タ
の
記
事
を
興
味
深
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
災

害
等
で
エ
レ
ベ
ー
タ
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
事
を
思
う
と
サ
バ
イ
バ
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
が
増
え
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
4
コ
マ
マ
ン
ガ
の
エ
レ
ベ
ー
タ

の
記
事
も
わ
か
り
や
す
く
、
普
段
な
に
げ
な
く
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
乗
り
方
で
危
険

を
招
く
事
も
回
避
す
る
事
も
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
―
松
戸
市
・
T
M
さ
ん

◆
年
始
ご
挨
拶
、
飽
く
無
き
挑
戦
、
正
に
男
の
生
き
様
。
―
新
宿
区
・
H
F
さ
ん

◆
「
東
京
の
ま
つ
り
」
の
住
吉
神
社
の
祭
、
本
祭
と
の
こ
と
で
行
こ
う
と
思
う
。
こ
の

よ
う
な
情
報
は
助
か
る
。「
東
京
再
発
見
」
と
い
う
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
―
千
代
田

区
・
M
F
さ
ん

◆
国
土
管
理
ふ
れ
あ
い
相
談
室
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
多
方
面
に
わ
た
っ
て
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
…
…
何
か
の
折
に
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
―
練
馬
区
・
A
S
さ
ん

読
者
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た
お
便
り
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
紙
幅
の
関
係
で
極
一
部
し
か
掲
載
で

き
ず
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
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